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甚大な災害により被災された方々、救助・
復旧活動に従事されている方 を々思い、自
分がその立場であればどうするか、消防団と
して何ができるか、といろいろ考える毎日です。
●西消防団平野支団
私たちは、神戸市の西部に位置する、西
区平野町・春日台・竹の台を管轄区域として
活動する神戸市西消防団平野支団です。
同区域は、弥生時代の遺跡も数多く確認

されるなど、明石川中流域に沿って古くから
開かれ、近年は西神ニュータウン開発に伴
い、公共施設の設置や、幹線道路・アクセ
ス道路等の整備が進められて、都市近郊型
農業地域とベッドタウンが共存しています。
火災や災害については比較的少ない地域

ですが、管轄区域に明石川を擁することから
近年のゲリラ豪雨をはじめ大雨、台風等の
自然災害への備えを常に考えています。
●地域に密着した消防団活動
消防団としての活動は多岐にわたり、火
災対応はもとより防火訓練の指導、地域行
事等の警戒・警備など地域に密着した活動
をおこなっています。
特徴的な活動として、毎年1月下旬におこ

なわれる「もちつき大会」があります。これは、
児童・園児たちが体験学習で収穫した農作

物を使ってもちつきをすることに加え、地域
の全組織が参加して情報伝達訓練、児童
引き渡し訓練、炊き出し訓練等を併せておこ
なうもので、多くの高校生もボランティアとし
て参加・応援をしています。私たち平野支団
も毎回テーマを決めて参加しており、市民救
命士講習、煙体験、地震体験等を通じて
防火、防災の啓発・広報をおこなっています。
児童・園児たちや参加者の方に命の大切さ、
地震災害への備えについて少しでも感じても
らえればと思い活動しております。
近年の少子高齢化、サラリーマン化等に

より、消防団を取り巻く環境が厳しい中、新
入団員の確保が難しい状況が続いています
が、より一層の訓練・広報活動を通じ、消
防団への理解を深めていただき地域の安全・
安心に貢献したいと思います。

（西消防団　平野支団　副支団長　戸田陽生）

神戸市西部地域で今できること？
●災害時一人も見逃さない運動
西区玉津地区の４つのふれあいのまちづくり

協議会・防災福祉コミュニティ（玉津・出合・
枝吉・高津橋）は、災害時要援護者への支援
体制作りを進める西区計画『災害時一人も見
逃さない運動』のモデル地区として、「お助け
隊」と共に、お年寄りや体の不自由な方を守る
ための新たな取り組みを進めています。
このたび、４つのふれあいのまちづくり協議
会・防災福祉コミュニティ、自治会、西区役
所等が集まり、知恵を出し合い検討を重ねてき
たことについて、合同防災訓練を活用してイ
メージの具体化をおこないました。
●玉津４地区合同防災訓練
毎年、大規模な合同防災訓練を実施してい

ます。今年は、9月29日に玉津中学校で開催
され、約300人の地域住民が参加しました。そ
の中には23人の中学生ボランティアが含まれ、
受付や炊き出しのお手伝いをしました。
災害時における自助・共助の力のさらなる向

上のため、今回は、これまでより実践的で体
験型の訓練を計画しました。たとえば、突然発

生した火災を想定し、突然参加者に抜き打ち
で模擬消火をさせたり、装具を使用して高齢者
や視覚障がい者などの疑似体験をしていただき
ました。
そのほかにも、救急訓練や給水訓練、避
難所設営訓練、東日本大震災写真展など盛り
だくさんの内容となりました。
●「お助け隊」とは？
防災福祉コミュニティや自治会の役員等に

限らず、地域住民全員が当然に周囲の人を助
ける「お助け隊」になることを目指しています。
今回の訓練では、災害時に避難所で姿が見え
ない人のお宅に「お助け隊」が安否確認に行
き、協力して救出するという実験的な訓練もお
こないました。
●訓練結果と今後の進め方
訓練後は、地域住民や協力団体で振り返り

と意見交換をおこないました。
今回の訓練結果を踏まえ、『災害時一人も

見逃さない運動』の取り組みをさらに発展させる
とのこと。「玉津４地区」の今後の活動にご期
待ください。　　　　 （西消防署　上月信幸）

合言葉は『全員がお助け隊！』

抜き打ち模擬消火訓練 要援護者疑似体験

もちつき大会
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